小学校「外国語」において英語の文と文構造の気づきをどのように促すか by 村岡 有香
1.　はじめに
　いよいよ、小学校で本格的な英語教育が開始さ




























































































なる（Schmidt, 1993, 1995；Robinson, 1995a）。



















修 正（hypothesis modification）、 仮 説 強 化
（hypothesis confirmation）、認知比較（cognitive 
comparison）などの分析を行う必要がある。例えば、
授与動詞を例にとると、インプットの中で “I will 



































































































た せ る 方 法 で あ る。“Tom played baseball 
yesterday” という文を例にすると、この文の中で、




を引く（“Tom played baseball yesterday”）、太字、
斜体、フォントのサイズを大きくする（“Tom 
played baseball yesterday”, “Tom played baseball 
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